
巻頭インタビュー

1川崎重工技報・183号
2021年10月

　当社グループは2030年に目指す姿として，グループビジ
ョン2030「次の社会へ、信頼のこたえを」を制定しました．
これは，刻々と変わる社会に革新的なソリューションをタ
イムリーに提供して希望ある未来をつくっていくことと，
さまざまな枠を超えてスピーディーに行動・挑戦して自ら
の可能性を拡げ成長し続けていくという意思を表現してい
ます．このビジョンの実現に向けて， 3つの注力フィール
ドを設定し，社会課題の解決に向けた技術開発に取り組ん
でいます．

　当社グループはこれまでにも，その時代における最先端
の技術をベースに，高速な移動を支える新幹線，環境にや
さしい天然ガス発電を支えるLNG運搬船など，世界初あ
るいは日本初のさまざまな製品を提供して，世界の人々の
豊かな生活と安全・安心な社会の実現に貢献してきました．
そして今，新型コロナウイルスなどのパンデミック，地球
環境問題，多発する自然災害，エネルギー資源の確保，人
口減少・高齢化など，急激に変化している社会課題を見据
え，当社グループが注力すべき 3つのフィールドを，「安
全安心リモート社会」「近未来モビリティ」「エネルギー・
環境ソリューション」と設定しました．
　「安全安心リモート社会」は，医療・ヘルスケア，もの
づくり，産業インフラなどさまざまな分野で，遠隔操作・
ロボット技術などを用いて，安全で安心な社会の実現，お
よび新しい働き方・くらし方を提案します．さらに近年多
発する災害から生命と財産を守るためのソリューションを
提供します．「近未来モビリティ」は，無人で物資を運ぶ
ヘリコプターや配送ロボットなどと航空機やオフロード四
輪車さらにロボット技術などを組み合わせ，新しい輸送や
移動手段を用いたスマートな社会を提案します．「エネル
ギー・環境ソリューション」は，世界に先駆けて水素を「つ
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くる」「はこぶ」「ためる」「つかう」の水素サプライチェー
ンを構築するほか，輸送システムの電動化など，地球環境に
配慮したカーボンニュートラルな社会の実現に貢献します．

　「グループビジョン2030」で掲げた 3つの注力フィール
ドは，すべてが新分野で，まさにフロンティアです．特に
水素は，脱炭素社会の実現に向けた切り札になると信じ，
10年前から他に先駆けて開発を進めてきました．長きにわ
たり培ってきた水素関連技術や運用のノウハウを，世界共
通の規格として落とし込みグローバルスタンダードにでき
れば，当社グループの大きなアドバンテージになると考え
ています．これは，医療用ロボットやモビリティなどにお
いても同様です．こうした活動によって，多くのプレイヤ
ーと協働しながら，私たちは将来にわたって市場をリード
する存在であろうとしています．

　これまでの厳しい競争で培ってきた当社グループの高い
技術力は，まだまだ多くの社会課題解決に生かすことがで
きると考えています．そのために必要なのは，変化の激し
いマーケットに敏感に対応するマーケットインの発想で
す．また，多くの従業員が広い視野とチャレンジ精神を持
って活躍できるよう人事制度を改革し，全社の力を結集で
きる仕組みも作りました．これからも当社グループの技術
シナジー，さらには関係先との連携によるオープンイノベ
ーションを通じてマーケットが求める社会課題にスピーデ
ィーに対応し，グループビジョン2030の実現に向けて，的
確なソリューションを提供してまいります．

技術面での強みはどういったところですか
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